
放射無線周波電磁界イミュニティ試験においては、「均一領域」という概念が用い
られます。

均一領域とは、幅1.5m高さ1.5mの電界の仮想垂直面です。
規格では、この面内の75%以上が、電界変化-0～+6ｄBの範囲内であることが求
められています。

均一領域面の校正は、少なくとも１年ごと、または試験室内の構成が変わったと
きに、試験室内に供試装置がない状態で行います。

床置き装置のように供試装置が大きく、1.5m×1.5mの電界均一領域をはみ出す
場合は、電界均一領域外の電界強度を測定・記録して試験します。

また、卓上機器であっても1.5m×1.5mの電界均一領域より大きい供試装置の場

合は、供試装置の各部分が、少なくとも１回は電界均一領域に入るように移動させ
て、部分放射を行います。

※「資料を読まれる方に」もお読みください。
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